
第65期�第２四半期�経営成績のご報告

株主の皆様には、
日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
第65期第２四半期は、長期化する国際情勢の不安感を背景とした資源
高騰や急激な為替変動により、停滞感の漂う経済環境下で推移し、当
社が属する住宅業界におきましても、資材価格の値上がり等に起因す
る住宅価格の高騰や物価上昇の警戒感から、新設住宅着工戸数は低水
準で推移いたしました。
このような厳しい状況下、収益性改善の取り組みが重要かつ急務と認
識し、合理化・効率化への取り組みを推し進めるとともに差別化と提
案力の強化に努めてまいりましたが、資材価格やエネルギーコストの
高騰および更なる為替の急激な円安進行に加え、市況の低迷が顕著と
なるなど極めて厳しい事業運営となりました。
この結果、売上高は77億82百万円（前年同期比13.6％減）の減収、
利益面においては営業損失26百万円、経常損失20百万円のマイナス計
上となりました。これに加え、過年度から続く経営環境の悪化および
当事業年度においても想定以上の市況低迷等の影響を受け、内装建材
事業における固定資産の減損損失を計上し、四半期純損失は７億85
百万円となりました。株主の皆様のご期待に沿えず衷心より陳謝申し
上げます。

今後も当面、住宅分野の市況の好転が見込めないことが予測されることから、従前から成長分野として取り組んでいる、非住宅
分野への領域拡大を更に進める必要があると認識し、生産面においてはロボット加工機の導入等、設備増強を進め、また営業面
においても需要開拓にかかる営業強化に努めてまいります。また、もう一つの成長戦略である、省施工商品の拡充においては、
完全プレカット階段「エコプレ」のバージョンアップ等システム面の充実化と生産体制の拡張を図ります。新商品である「NEO 
SMART PANEL」は省施工商品としての特性が極めて高いアイテムであることから、市場への一層のアピールと展開強化に努め
てまいります。
多額の減損損失を計上したことも踏まえ、製品群の練り直しおよび事業ポートフォリオの再構築を含め、成長分野に対する経営
資源のシフトを推進していくと同時に生産体制におけるムリ・ムダの排除、徹底した合理化と効率化を図ってまいります。また
販売面においては、引き続き販売価格の適正化に努めるとともに製品基材の見直し等コスト競争力の向上に努めるなど収益体質
の改善が焦眉の急と認識し、かかる施策を推し進めてまいります。

中間配当につきましては、厳しい結果となったものの財務内容等を勘案し、当初の予想どおり、１株につき10円とさせていた
だきました。
株主の皆様には、今後とも変わらぬご指導とご支援をお願い申し上げます。
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「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定」を締結
「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定」を岐阜県と締結しました。
県と民間事業者が協定を結び、連携して県産材利用に取り組むことで、脱炭素 
社会・持続可能な社会の実現を目指すものです。
７月27日に岐阜県庁にて第１回締結式が執り行われ、15の民間事業者が岐阜県知
事と協定書を取り交わしました。
今後も県内外の建築物に岐阜県産材の構造材を積極的に提案・利用していくことで、
脱炭素社会・循環型社会の実現や地域経済の活性化に貢献してまいります。

「名証IRエキスポ2023」に出展しました
９月８日～９日、名古屋証券取引所が主催する「名証IRエキスポ2023」に出展しま
した。
会社説明会においては、会社概要や戦略等について若手社員を中心にプレゼンを 
させていただきました。当社ブースにも大勢の投資家の皆様にお立ち寄りいただき、
貴重なご意見をいただくとともに当社へのご理解を深めていただくことができた 
かと存じます。
今後もこうしたイベントへの出展はもとより、ホームページの充実化など当社を 
より一層ご理解いただけるよう、IR活動に取り組んでまいります。

株主様向けに工場見学会を行いました
６月27日の第64期定時株主総会終了後、総会にご出席いただきました株主様に 
対する工場見学会を行いました。コロナ禍を受け、この数年実施を見合わせており
ましたが、今回４年振りに再開しました。見学をご希望された個人株主様には、 
美濃加茂工場のプレカット加工やパネル製作、カウンター・階段の加工工程等を 
ご覧いただきました。我々の説明に対しても、ご熱心に耳を傾けておられ、当社 
事業内容への理解をより深めていただけたかと存じます。株主総会および工場 
見学会にお越しいただきました株主様に改めて御礼申し上げます。ありがとう 
ございました。

美濃加茂第３工場の屋根に太陽光パネルを設置しました。これにより発電した電力
は、美濃加茂事業所内の設備へ即時供給されるシステムとなっています。
美濃加茂事業所は塗装設備や大型集塵機に多くの電力を使用することから、発電 
電力の自家消費により電力費を少しでも削減し、環境負荷の低減に貢献するため 
当設備を導入しました。
2023年４月より稼働しており、美濃加茂事業所全体にかかる電力の１割程度を 
太陽光発電でまかなっています。

「自家消費型太陽光発電システム」を導入

2023年度国土交通省中部地方整備局優良表彰として、２つの賞を受賞しました。
■優良工事関係協力会社表彰　セブン工業株式会社
■優良工事関係協力会社技術者表彰　セブン工業株式会社　渡辺　茂
これらの賞は、国土交通省の地方支部局である中部地方整備局によって発注され、
前年度に完成した工事において、その施工への取り組みが優良であり、また、安全
対策や社会貢献などに特に優秀な実績を上げた企業や技術者に贈られるものです。
当社は、「中部森林管理局森林技術・支援センター新築等工事」の協力会社として、
木造CLT工事の専門的な技術力、工事品質の確保等への貢献を評価されました。

「国土交通省中部地方整備局優良表彰」を受賞



木構造 awaもくよんプロジェクト�-新浜町団地県営住宅２号棟-

内装 玄関ホールも圧迫感のない開放的な空間に　オープン階段ONE�BEAM
大きな窓が特徴的な玄関ホール。スケルトン階段のONE 
BEAMがその光をさえぎることなく開放的な空間を作り
出しています。
あたたかみのあるミディアムブラウンの踏板とブラック
の桁や格子が、空間の統一感とスタイリッシュさを演出
しています。
ONE BEAMはすっきりとした一本桁のオープン階段で、
狭く暗くなりがちな玄関ホールに圧迫感を与えず、ゲスト
の注目を集めるアイキャッチ効果もあるデザイン性に 
高評価をいただいています。

施　工　事　例

日本初の「準耐火構造のあらわし木造４階建て共同住宅」。
徳島県での取り組み「awaもくよんプロジェクト」に 
より採用されたデザインで、昔ながらの町にもなじむ、
開かれた木造４階建てを目指し、徳島県産材をふんだん
に使用してつくられた共同住宅です。
75分準耐火構造の規定をクリアするため、構造材には
330mm角という大口径のカラ松集成材が使われており、
木構造躯体工事をセブン工業が担当しました。
この建築は、今後の中高層木造建築の新たなモデルとして
高く評価され、2023年「GOOD　DESIGN　AWARD」
でグッドデザイン金賞を受賞しています。
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アンケートご協力のお願い

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

〒505-0016
岐阜県美濃加茂市牧野1006番地
電話（0574）28-7800（代表）

会社情報
https://www.seven-gr.co.jp/corporate/

IR情報
https://www.seven-gr.co.jp/ir/

Instagram YouTube

セブン工業� https://www.seven-gr.co.jp/

スマートフォンから
カメラ機能で

QRコードを読み取り

QRコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記URLにアクセスいただき、アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

株主の皆さまの
声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝を進呈させていただきます。 本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

アクセスキー  78960rKWhttps://koekiku.jp

ホームページのご案内

株主メモ
事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年６月開催

基 準 日 定時株主総会　　毎年３月31日
期末配当　　　　毎年３月31日
中間配当　　　　毎年９月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定
めた日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） R0120-782-031
受付時間　9：00～17：00（土日休日を除く）

（インターネット
ホームページURL）

https://www.smtb.jp/personal/procedure/
agency/

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀行株式会社ではお手続き
ができませんので、取引証券会社へご照会ください。証券会社の口座のご利用
がない株主様は、左記電話照会先までご連絡ください。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所・名古屋証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL
https://www.pronexus.co.jp/koukoku/ 
7896/7896.html

（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に公告いたします。）


